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対話ロボットで高齢者の孤立を防ぐには 
 

対話ロボットが高齢者の自己開示に関わるメッセージを相手方に伝える場合、サポート要請型、隠蔽
型、レコーディング型、の 3 種類の伝え方が高齢者に好まれることが分かりました。こうした伝え方の
選択機能が実装されたロボットは高齢者の不安を有意に減少させることが分かりました。 

 

高齢者の孤立を予防する手段として社会的仲介ロボット（Social Mediator Robot: SMR）が注目さ
れています。これらのロボットは人々の間でメッセージングを仲介してコミュニケーションを円滑化
します。高齢者を孤立させないためには高齢者が常日ごろ感じている問題を他人に話すこと（自己開
示）が重要であり、そうした自己開示をサポートする SMRの研究開発が進められています。 
本研究チームはこれまでも SMRの設計指針に関する研究を続けてきましたが、今回、SMRが高齢

者の自己開示に関わるメッセージをどのように相手方へ伝えるのが好ましいかを調べました。まず、
65歳以上の高齢者 720人の参加者を対象にオンライン調査を実施しました。589人から有効回答を得
て、参加者が好む伝え方を分析した結果、大別して「サポート要請型」「隠蔽型」「レコーディング型」
の 3 種類の伝え方が参加者に好まれることが判明しました。同時に、これらの伝え方は、相手方が誰
であるか、メッセージの内容、高齢者の性別や性格特性、に応じて適宜選択されるべきであることが示
されました。続いて、新たに 65 歳以上の参加者 36人を対象に実験を行った結果、対話ロボットがこ
うした伝え方の選択機能を有する場合、自己開示に関わる参加者の不安が有意に減少することが分か
りました。 
本研究成果は、高齢者向けの対話ロボットや AIを開発する際に有用な設計指針を提供します。 
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 研究の背景  
高齢者を社会から孤立させないためには高齢者が常日ごろ感じている問題を他人に話すこと（自己開

示）が重要であり、そうした自己開示をサポートする対話型ロボットの研究開発が進められています。中
でも社会的仲介ロボット（Social Mediator Robot: SMR）注１）と呼ばれる対話型ロボットは、遠隔コミュ
ニケーションなどの場面で、人と人の間でメッセージのやりとりを仲介しながらお互いのコミュニケー
ションを促進するもので、高齢者の自己開示も促進できることが知られています。これまでの研究により
SMR が有すべき性格特性などの設計指針が明らかになりつつありますが、SMR が具体的にどのように
相手方へメッセージを伝えるべきかについては分かっていませんでした。 
 
 研究内容と成果  
本研究では、SMR が高齢者からのメッセージをどのように相手方に伝えるのが好ましいか（図参照）

について明らかにすることを目指しました。 
まず、65歳以上 720人（有効回答数 589人）の参加者を対象にオンライン調査を行い、話題（健康・

金銭・孤立・生きがい）や相手方（家族・友人）の種別に応じた高齢者に好まれる伝え方を調べました。
調査結果を統計分析したところ、好まれる伝え方は大別して「サポート要請型」「隠蔽型」「レコーディン
グ型」の 3 カテゴリーに分類されることが分かりました。サポート要請型はロボットが高齢者に代わっ
て相手方に助けを求めるタイプの伝え方（5 種類）、隠蔽型はロボットがより間接的な表現を用いる伝え
方（5種類）、レコーディング型は高齢者の音声や映像を用いて伝える方法（2種類）です。そして、これ
らの伝え方は、話題・相手方の種別、および高齢者自身の性別・性格特性に応じて適宜選択されるべきで
あることが分かりました。 
続いて、新たに 65 歳以上の参加者 36 人を対象に対面での実験を行いました。高齢者に好まれる伝え

方の選択機能を対話ロボットが有する場合、参加者の不安が有意に減少することが分かりました。本研究
成果は、高齢者向けの対話ロボットや人工知能（AI）を開発する際に有用な設計指針を提供します。 
 

 今後の展開  
本研究グループは、人々の孤立や孤独と関わる問題に対処する一手法として、対話ロボットや AIな

どエージェント技術の研究開発を続けていきます。今回の研究成果は対話に関わるものでしたが、非言
語的な介入手段（例えば触知覚への働きかけ）や、孤立と孤独の両側面へのアプローチなどの研究も行
っていきます。  
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 参考図  

 
図 本研究で想定する対話ロボットのメッセージ仲介事例 
高齢者が自身の健康に関するトラブルを、離れて暮らす娘に伝えようとする場面の例。図中左側で対話

ロボットが「娘さんにどのようにメッセージをお伝えしましょうか？ 深刻に（直接的に）お伝えするの
と、間接的に（ぼやかして）お伝えするのと、あるいは＊＊＊のようにしてお伝えするのと、どれがお好
みでしょうか？」と聞いており、ここで高齢者に選択された伝え方で娘側の対話ロボットがメッセージを
伝えている（図中右側）。 
 
 用語解説  
注１） 社会的仲介ロボット（Social Mediator Robot: SMR） 

人と人の間でコミュニケーションを仲介し、両者の間のコミュニケーションを円滑化・促進するロボ
ット。代表的なユースケースは遠隔コミュニケーションにおけるメッセージのやりとりの仲介である。
研究の背景で紹介している高齢者の自己開示促進（文献１）以外にも、片方の人が待ち合わせに遅れて
もう片方の人を怒らせた場合に、その怒りを抑制する効果（文献２）があることなどが知られている。 
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